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一
、
本
稿
は
本
館
所
蔵
資
料
に
見
ら
れ
る
蔵
書
印
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
従
来
の
蔵
書
印
譜
等
に
紹
介
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
も
の
、
或
い
は
、
本
学
及
び
本
館
に
関
係
の
深
い
も
の
か
ら
掲
げ
る
こ
と
を
心
が
け
、
や

が
て
他
へ
も
及
ぶ
つ
も
り
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
印
影
採
集
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
系
統
立
て
て
の
紹
介
は
な
し
得
な
い
。
偏
に
印
影
の
紹
介

を
眼
目
と
し
、
年
代

・
分
野
等
に
捉
わ
れ
ず
掲
出
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
排
列
は
人
名
（
印
の
使
用
者
名
）
の
五
十
音
順
と
す
る
。

一
、
印
影
は
原
則
と
し
て
原
寸
大
と
す
る
。
印
色
は
個
々
の
原
色
を
再
現
す
る
は
困
難
な
た
め
、
朱
・
墨
等
、
近
似
の
色
を
以
っ
て
示
し
た
。

一
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
印
文
の
読
み
を
記
し
た
。

一
、
印
の
使
用
者
の
経
歴

等
、
簡
略
な
解
題
を
付
し
た
。
参
考
文
献
は

一
々
あ
げ
な
い
が
、
既
刊
の
事
典
•
印
譜
・
評
伝
等
を
参
照
し
た
。

一
、
解
題
末
尾
に
、
印
を
採
集
し
た
資
料
名
を
添
え
た
。

き

闘
鯛
誌

蔵

書

印

譜

私
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大

江

令

子
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尾
佐
竹
猛

賀
茂
季
鷹

草
鹿
砥
宣
隆

新
居
守
村

今
尾
清
香

目

醍
醐
忠
順

竹
添
井
々

信
夫
恕
軒

島
田
蕃
根

杉
原
心
斎

次

豊
嶋
由
誓

中
院
通
枝

奈
河
晴
助

平
瀬
露
香

藤
野
古
白

本
来
、
こ
の
よ
う
な
蔵
書
印
譜
は
、
婢
捜
の
材
料
を
基
に
、
周
到
な
調
査
の
う
え
に
綱
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
よ
う
に
、
本
務
の
傍
ら
、

印
影
採
集
の
作
業
を
併
行
し
な
が
ら
、
倉
卒
の
う
ち
に
稿
を
起
こ
す
な
ど
は
、
軽
挙
と
い
う
他
は
な
い
。
よ
っ
て
、
印
の
使
用
者
の
認
定
、
印
文
の
読

み
、
解
題
な
ど
、
多
々
誤
謬
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
方
の
御
指
摘
、
御
叱
正
を
待
ち
、
随
時
訂
正
す
る
所
存
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
館
蔵
資
料
中
の
蔵

書
印
の
所
在
、
ま
た
広
く
蔵
書
印
と
そ
の
使
用
者
に
つ
い
て
の
御
教
示
を
賜
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
館
内
外
の
諸
氏
よ
り
種
々
の
ご
助
言
を
戴
き
ま
し
た
。
ご
好
意
に
感
謝
し
、
併
せ
て
、
今
後
と
も
ご
助
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
お
お
え

よ
し
こ

図
書
館
特
別
資
料
室
）
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「
新
居
庫
」

新
居
守
村
（
一
八0
〈ー
一
公
―-）

国
学
者
。
文
化
五
年
上
野
国
甘
楽
郡
に
生
れ
る
。
通
称
又
左
衛

門
、
又
三
郎
。
生
家
は
小
幡
藩
の
用
達
を
勤
め
る
富
商
。
初
め
父

の
惑
化
に
よ
り
狂
歌
師
浅
草
庵
の
門
に
入
る
が
、
語
法
語
格
研
究

上
の
必
要
か
ら
、
賀
茂
真
淵
、
本
居
宣
長
、
平
田
駕
胤
諸
家
の
著

忠
に
親
し
む
一
方
、
江
戸
の
桜
井
光
枝
に
音
韻
学
を
学
ぷ
。
の
ち

若
狭
国
小
浜
妙
玄
寺
住
職
義
門
大
徳
に
国
学
を
修
め
、
義
門
亡
き

後
は
黒
川
春
村
と
交
わ
り
、
皇
典
学
を
深
め
た
。
『
四
涌
祖
国
考
』

『
気
象
考
』
『
易
故
新
』
『
復
古
八
卦
方
位
弁
』
等
多
数
を
著
わ

す
。
維
新
の
後
、
貫
前
神
社
、
笹
森
稲
荷
社
の
祠
官
、
皇
典
諧
究

所
委
員
、
権
中
教
正
等
を
歴
任
奉
職
、
神
道
及
び
皇
学
の
普
及
発

達
に
多
大
な
貢
献
を
成
し
た
。
明
治
二
十
六
年
没
。

『
筑
波
根
於
呂
志
』
写
本
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今
尾
清

香
(
-A
0可—
-
〈
七
＿
―
-
）

国
学
者
。
文
化
二
年
下
野
足
利
に
生
れ
る
。
通
称
逸
平
、
祖
恋

園
と
号
す
。
医
家
祐
庵
篤
信
の
子
に
生
れ
る
が
、
の
ち
旋
家
に
入

り
、

今
尾
姓
を
襲
う
。
国
学
を
梱
守
部
に
学
び
、
歌
学
、

国
語

学
、
古
典
に
精
通
し
た
。
『
源
氏
物
語
蔀
中
の
月
』
『
道
行
ぶ
り
』

『
賤
緒
環
歌
集
』
『
日
本
紀
職
霊
』
『
草
津
記
行
』
『
足
利
職
人
尽

歌
合
』
『
四
時
そ
ぞ
ろ
あ
る
き
』
等
を
著
わ
す
。

そ
の
門
に
入
る

者
八
百
余
人
を
数
え
た
。
明
治
六
年
没
。

掲
出
の
蔵
書
印
は
万
莱
仮
名
に
よ
り

「
ナ
デ
シ
コ
ソ
ノ
ニ
ヲ
サ

ム
ル
フ
ミ
ラ
ノ
ン
ル
シ

」
と
読
ま
せ
る
が
、
い
か
に
も
国
学
者
の

印
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

『
伽
婢
子
』
寛
文
六
年
刊

- 5 -





「
雨
花
文
庫
」

尾
佐
竹
猛
(
-
公
了
一
九
哭
）

判
事
、
明
治
史
家
。
明
治
十
三
年
石
川
県
に
生
れ
る
。
雨
花
ま

た
は
雨
華
と
号
す
。
明
治
三
十
二
年
明
治
法
律
学
校
卒
業
。
二
十

歳
で
判
検
事
登
用
試
験
に
合
格
、
東
京
、
福
井
、
名
古
屋
の
地
方

裁
判
所
を
経
て
、
大
正
十
一
―
一
年
大
審
院
判
事
と
な
る
。
本
務
の
傍

ら
、
昭
和
十
三
年
衆
議
院
内
に
設
置
さ
れ
た
憲
政
史
編
邸
会
委
員

長
を
つ
と
め
、
ま
た
、
東
京
帝
国
大
学
、
明
治
大
学
等
に
教
鞭
を

執

っ
た
。
大
正
十
三
年
吉
野
作
造
、
宮
武
外
骨
ら
と
明
治
文
化
研

究
会
を
結
成
、
『
明
治
文
化
全
集
』
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
等
の

編
集
刊
行
に
尽
し
た
。
『
日
本
憲
政
史
大
網
』
『
維
新
前
後
に
お
け

る
立
憲
思
想
』
等
著
書
多
数
。
昭
和
二
十
一
年
没
。

掲
出
の
二
顆
は
柳
田
泉
文
庫
中
の
『
新
体
詩
林
』
よ
り
採
集
し

た
が
、
同
書
に
記
さ
れ
た
柳
田
泉
の
識
語
に
は
、
「
昭
和
五
年
四

月
十
四
日
／
明
治
文
化
全
集
編
輯
会
之
夜
／
尾
佐
竹
猛
薄
士
被

贈
」
と
あ
り
、
尾
佐
竹
、
柳
田
両
氏
の
交
遊
が
偲
ば
れ
る
。

『
新
体
詩
林
』
明
治
十
八
ー
十
九
年
刊
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「
鳳
鳥
館
」

「季閥
」

「賀
茂
縣
主
」

『
ふ
み
合
』
写
木

『
民
部
省
図
帳
』
写
木

賀

茂

季

謄

（
一七翌
ー一
命一）

歌
人
。
上
賀
茂
社
祠
官
。
本
姓
山
本
氏
。
宝
暦
二
年
生

れ
。
雲
錦、

生
山
と
号
す
。
は
じ
め
有
栖
川
織
仁
親
王
に

和
歌
を
学
ぷ
。
十
九
歳
で
江
戸
に
下
り
、
加
藤
千
蔭
な
ど

当
代
の
歌
人
、
文
人
と
広
く
交
わ
る
。
三
十
八
歳
の
春
帰

京
、

上
賀
茂
社
祠
官
と
な
る
。
香
川
尿
樹
と
と
も
に

化

政

・
天
保
期
の
京
都
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
り
、
狂
歌
も

能
く
し
た
。
家
集
に
『
雲
錦
翁
家
集
』
、
他
に
『
美
阿
礼

の
百
草
』
『
雁
の
行
か
ひ
』
『
万
葉
集
類
句
』
等
の
編
著
が

あ
る
。
天
保
十
二
年
没
。

季
訟
の
蔵
書
印
と
し
て
、
こ
の

他

に
、
「
歌
仙
堂
記
」

の
印

（
腸
刻
長
方
朱
印
）
と
、
掲
出
の
「
鳳
鳥
館
」
印
の

ひ
と
ま
わ
り
大
型
の
も
の
の
、
二
頼
が

確
認
さ
れ
て
い

る。
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1 --

庫
草
鹿
砥

宣
隆
(
-
〈
一
↑
ー
一
合
究
）

国
学
者
。
文
政
元
年
尾
張
一
宮
に
生
れ
る
。
通
称
勘
解
由
、
近

ス
ウ

江
、
別
に
嵌
と
も
称
し
た
。
家
は
代
々
鹿
砥
神
社
の
神
主
を
つ
と

め
た
。
幼
く
し
て
漢
学
を
修
め
、
十
七
歳
の
時
よ
り
平
田
篤
胤
の

下
に
皇
学
を
学
ぶ
。
天
保
六
年
従
五
位
下
、

近
江
守
に

任
．
せ
ら

れ
、
私
塾
檻
之
金
門
を
開
き
皇
学
を
教
授
、
明
治
元
年
京
都
の
皇

学
所
諧
官
と
な
っ
た
。
神
典
及
び
異
体
の
和
歌
の
研
究
に
努
め
、

『
施
頭
歌
抄
』
『
天
門
抄
』
『
長
歌
対
句
類
漿
』
『
万
雖
集
序
歌
抄
』

『
祭
典
略
附
祭
文
例
』
『
祠
堂
祭
俊
』
等
を
著
わ
し
た
。
明
治
二

年
没
。
『
装
束
図
式
別
図
』
写
本
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「
奇
文
欣

賞

書

槻
之
印
」

「
恕
軒
氏蔵
板
」

「
恕
軒
清
玩
」

三

信

夫

恕

軒

(K-―-立
|
-
空10)

膜
学
者
。
鳥
取
藩
士
。
天
保
六
年
江
戸
藩
邸
に
生
れ
る
。
名
は

築

字
は
文
則
。

恕
軒
、
天
侃
と
号
す
。

悔
保
漁
村
、
大
槻
磐

渓
、
芳
野
金
陵
に
経
史
及
び
文
辞
を
修
む
。
明
治
初
年
東
京
本
所

に
奇
文
欣
匹
路
を
開
く
。
同
十
三
年
東
京
帝
国
大
学
諧
師
と
な
る

が
六
年
に
し
て
辞
す
。
二
十
三
年
東
京
専
門
学
校
文
学
科
開
設
と

同
時
に
購
師
に
招
か
れ
、
『
史
記
』
を
諧
じ
た
。
市
島
春
城
の
『
酪

筆
早
稲
田
』
に
よ
れ
ば
、
恕
軒
は
早
稲
田
に
来
て
か
ら
後
も
、
帝

大
時
代
と
同
様
、
常
に
酒
気
を
お
び
て
登
坦
、
そ
の
弁
オ
に
よ
り

満
座
を
し
て
耳
を
傾
け
し
め
た
が
、
「
一
時
間
一
回
の
報
酬
で
は

精
講
は
出
来
な
い
と
氣
怨
を
吐
い
た
り
」
し
た
と
い
う
。
著
書
に

『
恕
軒
文
紗
』

『
恕
軒
漫
筆
』
『
赤
穂
誠
忠
録
』
が
あ
る
。
明
治
四

十
三
年
没
。

本
館
に
は
大
正
三
年
信
夫
淳
平
氏
（
恕
軒
長
子
、
大
正
六
年
本

学
誂
師
）
に
よ
っ
て
恕
軒
旧
蔵
苫
千
余
冊
が
収
め
ら
れ
た
。
な
お
、

「
恕
軒
氏
蔵
板
」
の
印
は
印
文
か
ら
し
て
蔵
板
印
と
思
わ
れ
る

が
、
偶
々
『
周
易
古
占
法
』
巻
頭
に
「
奇
文
欣
買
：
．
」
印
と
並
捺

し
て
あ
り
、
参
考
に
掲
げ
た
。

『
周
易
古
占
法
』
天
保
十
一
年
刊

『
西
稗
雑
葛
第
一
集
』
明
治
九
年
刊
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R
 
「
吐
佛
」

蕃
根

(
-
全
了
一
磨
）

仏
教
学
者
。
文
政
十
年
周
防
徳
山
に
生
れ
る
。
初
名
は
円
真
。

家
は
南
朝
の
追
臣
島
田
良
義
を
祖
と
し
、
代
々
修
験
道
を
奉
ず
。

十
八
歳
で
天
台
宗
本
山
派
の
修
験
道
に
通
じ
法
印
に
叙
せ
ら
れ

た
。
の
ち
伊
予
妙
心
寺
の
晦
巌
に
禅
を
学
び
、
三
井
寺
で
仏
教
各

宗
の
要
義
を
修
め
た
。
維
新
に
際
し
還
俗
し
て
毛
利
氏
の
藩
学
興

譲
館
の
教
授
と
な
り
、
藩
主
元
蕃
の
一
字
を
授
か
り
名
を
蕃
根
と

改
む
。
明
治
五
年
上
京
、
教
部
省
に
出
仕
、
宗
教
制
度
、
寺
社
の

調
査
等
に
当
た
っ
た
。
同
十
二
年
内
務
省
社
寺
局
に
奉
職
、
以
後

内
閣
記
録
局
、
修
史
局
等
に
出
仕
し
た
。
同
十
三
年
、
増
上
寺
の

福
田
行
誡
ら
と
共
に
『
縮
刷
大
蔵
経
』
の
刊
行
を
企
て
、
弘
教
書

院
を
設
立

、

宋
・

元
•

明
・
高
麗
等
の
大
蔵
経
各
版
を
対
校
、
五

年
の
歳
月
を
吸
し
、
四
百
十
九
冊
の
大
出
版
を
成
し
遂
げ
た
。
常

に
仏
告
の
蒐
集
に
つ
と
め
、
そ
の
保
存
に
意
を
用
い
た
。
明
治
四

十
年
没
。『
医
療
手
引
草
上
編
坤
』
明
和
九
年
再
版

島
田
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「
心
齋
」

＿
讐
鱈
掌
国

冒
車
回
冨
昂
「
緑
静
堂

躍
書
章
」

杉
原
心
斎
（

徳
川
末
期
の
儒
者
。
江
戸
の
人
。
名
は
直
養
、
字
は
浩
然
、
通

称
平
助
。
心
斎
、
緑
静
堂
と
号
す
。
昌
平
焚
に
入
っ
て
、
佐
藤
一

斎
、
安
積
艮
斎
に
程
朱
の
学
を
修
め
、
の
ち
に
儒
官
と
な
る
。
考

証
に
長
じ
、
岡
本
況
斎
と
深
交
を
結
ん
だ
。
性
謹
直
、
平
素
よ
り

諸
事
倹
約
を
旨
と
し
、
常
に
貯
蓄
を
成
し
た
。
以
っ
て
書
物
の
蒐

集
に
は
げ
み
、
宋
元
の
古
版
を
多
数
所
蔵
し
た
。
『
戚
雅
』
『
数

雅
』
『
彩
雅
』
等
を
著
わ
す
。
慶
応
四
年
没
。

『
国
朝
諸
老
先
生
論
語
精
義
』
享
保
十
四
年
（
後
刷
）

『
科
条
虎
巻
』
写
本

|
-
〈六八）
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「
忠
順
珍
賞
」

「
醍
醐
蔵
書
」

圏

.ヽ.. .• 

「
醍
醐
蔵
書
」

麟
謹蜃I

「
忠
順
之
印
」

昌
量
胃
胃
鰐
書
一

「
醍
醐
忠
順
蔵
書
」

醍

醐

忠

順

(
K
-―10-―芸））

政
治
家
、
参
与
。
天
保
元
年
生
れ
。
父
は
内
大
臣
輝
弘
、
母
は

関
白
屈
司
政
熙
の
女
。
天
保
二
年
二
歳
で
従
五
位
下
に
叙
せ
ら

る
。
以
来
連
年
累
進
し
、
維
新
前
に
は
正
二
位
、
権
大
納
言
。
明

治
元
年
参
与
を
拝
命
、
内
国
事
務
掛
、
大
阪
鎮
台
督
、
大
阪
裁
判

所
総
督
を
兼
務
、
二
男
忠
敬
と
共
に
奥
羽
討
伐
に
軍
功
を
あ
ぐ
。

つ
い
で
大
阪
府
知
事
等
要
職
を
歴
任
、
同
年
十
二
月
一
条
美
子

（
昭
憲
皇
太
后
）
が
皇
后
に
立
つ
に
及
び
、
皇
后
宮
太
夫
に
任
ぜ

ら
る
。
そ
の
後
侍
従
、
侍
従
番
長
と
し
て
天
皇
の
側
近
に
任
え
、

二
十
三
年
国
会
関
設
に
あ
た
り
費
族
院
議
員
に
列
し
た
。
の
ち
侯

爵
を
授
か
る
。

明
治
三
十
三
年
没
。

本
館
に
は
、
明
治
三
十
―
―
一
年
八
月
寄
贈
の
追
蔵
書
多
数
を
架
蔵

し
て
い
る
。
『
標
注
令
義
解
校
本
』
明
治
刊

『
論
語
論
文
』
明
治
十
八
年
刊

『
博
物
新
編
』
明
治
九
年
刊
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冒
「
井
井
居
士
珍
蔵
」

「
竹
添
光
鴻
」

(
k
g
――_―九一七）

竹
添

井

々

外
交
官
、
漢
学
者
。
天
保
十
三
年
肥
後
天
草
に
生
れ
る
。
梱
者

竹
添
荀
園
の
四
子
。
名
は
漸
、
字
は
光
鴻
、
進
一
郎
と
称
し
た
。

十
四
歳
で
木
下
犀
源
に
入
門
、
木
村
弦
雄
、
井
上
毅
、
古
荘
嘉
門

と
共
に
木
下
門
下
四
天
王
と
称
さ
れ
た
。
の
ち
熊
本
藩
校
時
習
館

の
訓
舜
と
な
り
、
維
新
後
、
大
蔵
省
に
出
仕
、
天
津
領
事
、
朝
鮮

弁
理
公
使
等
を
歴
任
、
明
治
十
七
年
京
城
の
変
に
遇
う
。
致
仕
後

は
東
京
帝
国
大
学
に
経
雹
を
諧
ず
。
二
十
八
年
退
官
後
は
読
屯
い
著

作
を
専
ら
と
し
、
『
左
氏
会
箋
』
『
毛
詩
会
箋
』
『
論
語
会
箋
』
等

の
著
作
を
相
つ
い
で
刊
行
、
そ
の
功
紹
に
よ
り
大
正
＝
一年
学
士
院

宜
受

rt、
文
学
描
土
号
を
授
与
さ
る
。
大
正
六
年
没
。

井
々
の
蔵
忠
印
と
し
て
、
掲
出
の
二
顆
の
他
、
現
在
、
十
余
顆

が
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
井
々
の
追
蔵
書
は
静
嘉
堂
文
庫
に
約

五
0
0点
が
伝
存
し
て
い
る
。

『
春
秋
五
測
』
清
版

『
春
秋
通
論
』
清
版
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＠ 
「炊腐」

豊
嶋
由
誓
（
一
七
会
ー
―
―
〈
尭
）

俳
人
。
寛
政
元
年
生
れ
。
江
戸
の
人
。
通
称
久
蔵
。
号
炊
腐
久

蔵
、
為
誰
庵
、
凌
雨
堂
な
ど
。
浅
草
蔵
前
の
札
差
井
筒
屋
（
俳
人

夏
目
成
美
の
家
）
の
番
頭
で
、

四
十
歳
年
長
の
成
美
に
俳
諧
を
学

ん
だ
。
の
ち
俳
諧
を
業
と
し
、
天
保
頃
に
は
江
戸
俳
壇
一
方
の
雄

と
な
っ
た
。
請
わ
れ
て
序
・
跛
文
を
草
す
る
こ
と
多
く
、
ま
た
、

友
人
の
岡
野
湖
中
が
芭
蕉
の
全
作
品
を
集
成
し
よ
う
と
『
一
葉

集
』
編
纂
を
企
て
た
が
、
共
編
者
仏
分
の
死
に
よ
り
苦
境
に
立
た

さ
れ
た
の
を
見
て
、
こ
れ
を
助
け
て
校
閲
、
刊
行
せ
し
め
た
。
こ

の
他
関
係
編
著
は
、
『
其
角
発
句
集
』
（
考
訂
）
、
『
成
美
家
集
』
（
補

訂
、

成
美
の
子
ら
と
刊
行
）
、
成
美
追
善
の
『
三
霜
集
』
（
序
）
、

成
美
文
集
『
四
山
笈
』
（
子
ら
と
編
集
刊
行
）
、
一
具
と
の
共
著

『
十
題
発
句
合
』
等
が
あ
る
。
由
瞥
は
ま
た
古
俳
書
の
蒐
集
に
つ

と
め
、
自
ら
多
く
の
俳
書
を
筆
写
し
て
蔵
書
に
加
え
た
と
い
う
。

没
後
、
三
周
忌
に
句
集
『
為
誰
集
』
、
七
周
忌
に
『
由
誓
文
集
』

が
編
ま
れ
た
。
安
政
六
年
没
。

『
ま
ひ
の
は
集
』
元
禄
十
四
年
跛
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鴨麟＿
且
呂

「
通
枝
之
印
」

「
中
院
文
庫
」

中

院

通

枝

（一七―-=|
―蓋
―-）

公
卿
、
権
中
納
言
。
享
保
七
年
生
れ
。
初
名
は
茂
栄
、
の
ち
通

枝
と
改
め
た
。
中
院
家
は
本
姓
村
上
源
氏
、
大
臣
家
の
一

、
和
歌

の
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
通
枝
は
右
大
臣
通
射
の
男
、
実
は
権
大

納
言
正
二
位
藤
原
通
夏
の
次
男
。
享
保
十
三
年
叙
爵
、

つ
い
で
従

五
位
上
侍
従
に
任
じ
、

十
八
年
元
服
、
禁
色
昇
殿
を
聴
さ
れ
正
五

位
下
に
叙
せ
ら
る
。
寛
保
三
年
正
四
位
下
参
議
、
延
享
元
年
従
三

位
、
同
二
年
権
中
納
言
に
任
ず
。
四
年
正
三
位
、
春
宮
権
大
夫
を

兼
任
。
寛
延
元
年
左
衛
門
替
を
兼
ね
、
使
別
当
に
補
せ
ら
る
。
宝

暦
三
年
没
。

「
中
院
文
庫
」
の
印
は
中
院
家
の
文
即
印
で
、
他
に
同
文
の
別

印
も
知
ら
れ
て
い
る
。
掲
出
印
に
つ
い
て
は
用
い
ら
れ
た
年
代
等

確
認
し
て
い
な
い
が
、

一
応
こ
こ
へ
併
出
し
て
お
く
。

『
作
者
部
類
』
写
本
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「

嶋

之

内

大
奈
河
晴
助

坂

布

袋

町」

奈
河

晴

助

（長―-
|
-^
-―〈)

上
方
の
歌
舞
伎
狂
言
作
者
。
天
明
二
年
京
都
に
生
れ
る
。
通
称

宮
島
屋
嘉
兵
衛
。
素
人
俄
狂
言
の
作
を
好
み
、
初
代
奈
河
篤
助
の

門
に
入
り
狂
言
作
者
と
な
る
。
初
め
京
都
道
場
因
幡
薬
師
芝
居
を

っ
と
め
た
が
、
西
沢
一
風
の
父
西
沢
利
右
衛
門
の
斡
旋
で
大
阪
の

大
芝
居
に
転
じ
た
。
の
ち
師
の
江
戸
下
り
の
後
を
受
け
て
立
作
者

格
に
進
み
、
以
後
二
代
嵐
吉
三
郎
の
専
属
作
者
と
な
る
。
文
化
八

年
二
月
前
名
春
助
を
晴
助
と
改
名
、
同
年
三
月
角
の
芝
居
の
『
紅

彩
色
京
暦
』
が
初
作
と
い
わ
れ
る
。
時
代

・
世
話
と
も
に
こ
な

し
、
京
阪
劇
壇
の
筆
頭
作
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
作
の
多
く

は
吉
一
―一
郎
は
じ
め
四
代
嵐
小
六
、
浅
尾
エ
左
衛
門
、
市
川
蝦
十
郎

ら
の
名
優
に
よ
っ
て
当
り
を
取
り
、
後
年
ま
で
繰
り
返
し
上
演
さ

れ
た
。
文
政
八
年
豊
晴
助
と
改
名
。
著
名
な
作
に
『
け
い
せ
い
筑

紫
暇
』
『
濃
紅
莱
小
倉
色
紙
』
な
ど
。
文
政
九
年
没
。

『
一
心
五
戒
魂
』
宇
治
加
賀
橡
正
本
、
元
禄
十
六
年
刊
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襲
凸
i

I
I
I

ト

柑
月
―
互

合
宕
[

l

「
櫻
蔭
文
庫
」

露
香

(-〈表ー
一癸
）

平
瀬
天
保
十
年
大
阪
屈
指
の
富
豪
、
両
替
商
千
草
屋
に
生
れ
る
。
名

は
春
愛
、
通
称
亀
之
助
、
別
号
は
桜
蔭
、
三
亥
子
、
千
種
廼
家
な

ど
多
数
。
艇
応
二
年
二
十
八
歳
で
家
督
を
相
続
、
七
代
目
と
な

る
。
維
新
の
後
、
平
瀬
一
族
を
統
合
し
て
設
立
し
た
第
三
十
二
国

立
銀
行
の
頭
取
と
な
り
、
日
本
火
災
保
険
会
社
社
長
、
大
阪
博
物

場
初
代
場
長
等
の
役
職
に
名
を
列
す
る
が
、
一
切
の
実
務
に
つ
か

ず
、
生
涯
を
風
流
韻
事
に
送
り
、
稀
代
の
粋
人
、
数
寄
者
と
し
て

き
こ
え
た
。
禅
、
漢
学
、
国
学
、
和
歌
等
諸
学
を
修
め
た
が
、
中

で
神
道
を
重
ん
じ
、
中
教
正
に
ま
で
の
ぽ
っ
た
。
能
は
金
剛
流
、

茶
は
官
休
庵
、
不
昧
の
二
流
を
極
め
、
書
画
、
俳
諧
、
音
曲
等
百

芸
に
通
じ
、
維
新
後
急
激
に
衰
頬
し
た
各
種
芸
能
を
擁
詭
、
そ
の

伝
統
を
支
え
た
。
明
治
四
十

一
年
没
。

平
瀬
家
の
蔵
書
は
昭
和
十
六
年
村
口
書
房
、
中
尾
松
泉
堂
を
札

元
と
し
て
売
立
ら
れ
た
。
反
町
茂
雄
編
『
紙
魚
の
昔
が
た
り
昭
和

篇
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
時
処
分
さ
れ
た
蔵
書
に
は
「
千
種
文
庫
」

な
る
小
型
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
た
由
で
あ
る
が
、
未
見
。

『
に
ぎ
は
ひ
草
』
元
和
二
年
刊
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「
湖
泊
堂
」

藤

野

古

白

(-全
ー
一会写）

俳
人
。
正
岡
子
規
の
従
弟
。
明
治
四
年
伊
予
浮
穴
郡
久
万
町
に

き
よ
し

生
れ
る
。
本
名
潔
、
別
号
湖
泊
堂
、
壺
伯
な
ど
。
明
治
十
三
年
一

家
と
共
に
上
京
、
の
ち
東
京
専
門
学
校
文
学
科
に
入
学
。
同
級
に

島
村
抱
月
、
後
藤
宙
外
が
い
た
。
子
規
の
感
化
に
よ
り
俳
句
に
志

し
た
が
、
二
十
八
年
四
月
自
ら
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
゜
ヒ
ス
ト
ル

自
殺
で
あ
っ
た
。
幼
時
よ
り
神
経
症
的
傾
向
の
強
か
っ
た
古
白

は
、
子
規
に
と
っ
て
は
扱
い
に
く
い
従
弟
で
あ
り
、
文
学
を
志
す

者
同
士
の
軋
躾
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、

子
規
の
『
仰
臥
没
録
』

（
明
治
三
十
四
年
十
月
十
三
日
の
記
）
に
、
錐
と
小
刀
の
絵
の
傍

ら
に
「
古
白
曰
来
」
と
書
き
入
れ
て
あ
る
な
ど
は
、
子
規
の
古

白
に
対
す
る
心
箭
の
一
端
を
窮
う
に
足
る
。
明
治
三
十
五
年
子
規

に
よ
っ
て
『
古
白
辿
稿
』
が
編
ま
れ
、
俳
句
三
百

一
句
、
和
歌
五

首
、
戯
曲

「
人
柱
築
島
由
来
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
古
白
の
文
業

の
ほ
ぽ
全
容
が
集
成
さ
れ
た
。

明
治
四
十

一
年
、
古
白
の
愛
蔵
書
は
、
在
籍
の
ま
ま
逝
っ
た
母

校
の
図
書
館
へ

、
父
、
漸
氏
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
。

『
湿
故
日
録
』
元
文
四
年
刊
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